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■司　　会　幹　事　市川　慎二
■開会点鐘　会　長　北澤　正浩
■出席報告

■オンライン出席者　
岡田、佐藤（真）、福村
■本日の欠席者　
宋、田川、東谷、中谷、二宮、二宮（麻）
■誕生日祝い
平子会員　6.10
北澤会員　6.12

■会長報告　　　　　　　　　　北澤　正浩
　皆様、こんにちは。
　今週の日曜日にアメリカのバイデン大統領が
来日されました。今回の来日に合わせ、「QUAD

（クアッド）」日本とアメリカ、インド、オース

トラリアの４カ国の首脳会議を開き、安全保障
などの分野での連携の強化と、「インド太平洋
経済枠組み（IPEF）」の発足を表明し、岸田首
相も日本の防衛力を抜本的に強化することを明
らかにしました。今回の最大の目的は安全保障
面や通商面でも中国に対抗しようという意味合
いがあるとニュースで聞きました。国際的な政
治の駆け引きについて、精通していない私が言
うべきではないと思いますが、世界の覇権争い
や周辺国の争いごとに日本は巻き込まれ、対応
を迫られているのは明白で、今の世界情勢を見
渡せば致し方ないことだと理解はできます。た
だ、願わくは国家間の問題で世界が不安定にな
ることなく、相互理解により安定した世の中で
あってほしいと願います。
　ロータリーの使命は、職業人と地域社会の
リーダーのネットワークを通じて、人びとに奉
仕し、高潔さを奨励し、世界理解、親善、平和
を推進することです。
　現在、ロータリーはロシアのウクライナへの
侵攻に対し、募金活動等の戦争による被災者人
道的救援活動を行っておりますが、さらになす
べきこととして、紛争まで至らない為の国際交
流等による平和構築にも力を入れていかなけれ
ばなりません。すでに奉仕プロジェクトや平和
フェロー・奨学生への支援を通じ、貧困、差別、
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民族間の衝突、教育機会の欠如、リソースの不
平等な配分といった紛争の根底にある問題に取
り組んでいますが、混沌としたこれからの時代
には、ロータリーが世界から求められている役
割が、さらに重要になってくるように思います。
■国際奉仕　　　　　　　　　　　五十嵐　正
ウクライナ支援募金について、最終頁参照
■ニコニコ BOX
北澤　正浩／新川様、今年度は何度も卓話をお
願いして申し訳ございません。
市川　慎二／新川さん卓話宜しくお願いしま
す。
新川　　尚／本日は宜しくお願いします。
安藤　公一／新川さん卓話宜しくお願いします。
内田　　敏／新川さん本日の卓話宜しくお願い
致します。
平子　智章／新川さん、本日の卓話宜しくお願
いします。
■卓話「親睦と奉仕」　　　　　　新川　　尚
※源流の会　https://genryu.org/
主催　田中　毅（たなか　つよし）
尼崎西 RC　RID2680 地区 PG
　ロータリアンに正しい奉仕理念を理解してい
ただくための情報伝達媒体として、1999 年 5
月に個人的サイト「ロータリーの源流」を開設、
その後、2010 年 5 月より「源流の会」と名称
変更をして、運営形態も会員制度に改め収録内
容も、内外の原著を中心に大幅に増やした。
　「親睦と奉仕」　
　親睦を目的として出発したロータリーも、長
く真摯な論議を重ねながら、大きな変貌をと
げました。その結果、現在のロータリーの定款
や細則の中から親睦の文字を見つけだすことは
難しく、僅かに親睦活動委員会の項目に、その
痕跡を止めているに過ぎません。もはや、ロー
タリー・ライフの中で親睦は不必要になってし
まったのでしょうか。
　ロータリーの二本の柱として、ロータリアン
のほとんどは親睦と奉仕をあげますし、新しい
ロータリー年度が始まって、新会長の挨拶にも
決って親睦と奉仕という言葉が述べられます。

親睦と奉仕がロータリー ・ ライフを支える二本
の大きい柱であることは、疑いのない事実です。
親睦が失われればクラブは崩壊するだろうし、
奉仕がロータリー運動の大きな目的であること
は疑いのない事実です。
　親睦を図りたければ、誰にだって無限の機会
があります。気の合った仲間とゴルフや旅行に
行くもよいし、カラオケやバーでだって親睦を
図ることができます。一人一業種だなんて料簡
の狭いことをいわなくても、同業者同士でも充 
分親睦は図れます。ロータリアンになって、定
例の会合に出席しなければ親睦が図れないと言
う理屈を非ロータリアンが聞いたら、こじつけ
として一笑に付されるに違いありません。
　ロータリーは敢えて親睦と奉仕の解釈を、世
間一般の人たちが考える解釈と異なる次元に置
いています。
　世間一般の人たちが考える親睦と奉仕とロー
タリーが考える親睦と奉仕とに異なった解釈が
あることに気付いて、その言葉を広辞林で引き、
更に、 fellowship や service の意味をウェブサ
アイトで調べたとしても、それは無駄な作業に
過ぎません。ロータリーが定義する親睦と奉仕
は、いかなる辞書を引いても正しい解釈が活字
化されていないロータリー独自の概念であり、
さらに、それを正しく理解しない限り、ロータ
リー思想の原理を語ることはできないのです。
　fellowship を［親睦］と訳したことにも問題
があるかもの知れません。むしろ、［友情］と
か［友愛］と訳す方が理解し易いでしょう。
ちなみに、米山梅吉がポール・ハリスの This 
Rotarian Age を翻訳するに当たって、その書名
を［ロータリーの理想と友愛］としたことは、
理想＝奉仕、友愛＝親睦を意味するものであり、
戦前のクラブ組織表では、親睦活動委員会の代
りに友愛委員会の名称が使われています。
　ロータリーが定義する親睦とは、一体、どん
なことなのでしょうか。敢えて結論を先に述べ
れば、［親睦］とはロータリークラブが、クラ
ブとして存続していく上で欠かすことの出来な
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い必要条件となる、ロータリアン個人個人の心
が結合した状態を表す概念なのです。
　ワットの蒸気機関の発明を契機とした産業革
命の結果、資本主義が発達し、19 世紀後半世
紀後半から 20 世紀の初頭にアメリカに於いて、
アメリカン・ドリームという美名の下でその爛
熟期を迎えました。資本を蓄積した少数の人だ
けが成功者ともてはやされる、極端な資本主義
の町では、同業者はすべて相手を蹴落とそうと
するライバルであり、広告はすべて誇大か虚偽
であり、濡れ手に粟のビジネス・チャンスをハ
イエナのごとく探し回る状態の中で、友情など
が生まれる素地はまったくありませんでした。
　その中で同じ価値観を持ち、共にすべてを語
り合える仲間の集まりとして、ロータリークラ
ブができたのです。
　ロータリー運動の実体を、見事に表した言葉
として、「入りて学び、出でて奉仕せよ Enter 
to learn，Go forth to serve」と言う言葉があり
ます。世の中のあらゆる有用な職業から選ばれ
た裁量権を持った職業人が、一週一回の例会に
集い、例会の場で、職業上の発想の交換を通じ
て、分かち合いの精神による事業の永続性を学
び、友情を深め、自己改善を計り、その結果と
して奉仕の心が育まれてきます。この例会にお
ける一連の活動のことを計り、その結果として
奉仕の心が育まれてきます。この例会における
一連の活動のことを［親睦］と呼ぶのです。例
会で高められた奉仕の心を持って、それぞれの
家庭、職場、を［親睦］と呼ぶのです。例会で
高められた奉仕の心を持って、それぞれの家庭、
職場、地域社会に帰り、奉仕活動を実践します。

これが理想とされるロータリー・ライフです。
　［親睦と奉仕］の対比は、［理論と実践］、［奉
仕の心の形成と奉仕の実践］、［クラブ内の活動
とクラブ外の活動］［原因と結果］にも対比さ
せることができます。すなわち、ロータリー・
ライフの一方の柱はクラブ内の活動を通じて行
われる［親睦］すなわち［奉仕の心の形成］［理
論構築］［ロータリー活動の原因］であり、こ
れらのことを行う場は例会であり、もう一方の
柱は、クラブ外で個々のロータリアンによって、
家庭、職場、地域社会、国際社会を対象として
行われる［奉仕活動の実践］であり、それが［ロー
タリー運動の結果］となるのです。
　原因が無ければ結果は生じません。従ってク
ラブ例会を通じて得られる、ロータリーの親睦
即ち奉仕の心の形成が欠けるとロータリー運動
そのものが成り立たなくなることから、これに
関係する幾つかの具体的な約束ごと、即ち、一
人一業種制度や例会出席などはロータリー運
動成立の必要条件と定められているのです。必
要条件はロータリーの理論を構築する哲学であ
り、これを否定することはロータリーを否定す
ることになるため、如何なる理由があったとし
ても変更したり、勝手な解釈を加えることはで
きません。クラブの自治権に名を借りて、職業
分類や出席規定の緩和が許されない理由もここ
にあります。敢えてこれを強行したければ、ロー
タリークラブの名前を返上するか、退会する以
外に途はないのです。
　最近の規定審議会で、これらの必要条件が
次々と緩和される傾向にあります。ロータリー
運動の中核は RI ではなく、クラブと個々のロー
タリアンですから、RI がどの方向に進もうとも、
クラブとロータリアンはこれらの必要条件を遵
守する必要があります。
　これに対して、［奉仕の実践］は充分条件で
あり、時代の推移と共に奉仕の実施方法や内容
が変化してきたことは、ロータリーの歴史がこ
れを物語っています。個人奉仕が原則とされな
がら、クラブによる団体奉仕が条件付きで認め
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られ、非金銭的奉仕が原則とされながら、ＷＣ
Ｓやロータリー財団活動において金銭的奉仕が
認められているその一例です。
　充分条件に属する事柄については、敢えて親
睦を壊すような議論は避けて、妥協と調和を図
ることをロータリーの寛容の精神と考えていま
す。
　ロータリーにおける親睦が、何故、奉仕の心
の形成と同義になるのか、更に一人一業種制度
や例会出席などが、何故、親睦のカテゴリーに
入って、なおかつ、ロータリー運動成立の必要
条件になるかについて、更に深く考えてみたい
と思います。
　ロータリーは一人一業種の職業分類に基づい
て、会員を選挙します。ロータリーの例会を通
じて学んだ奉仕の心を、地域社会のあらゆる職
種の人に分け与えるために、地域社会に存在す
る有用な職業の代表を、一人一業種としてなる
べく多く選ぶことを意図したものであるとして
も、一人一業種制を定めた根底には、同業者の
競争意識や対立による親睦の阻害を排したいと
するロータリーの友情があることは否定できま
せん。
　世に有用な職業をすべてを正業と考えるロー
タリーの職業観から、職業の貴賤や上下関係を
認めていません。大会社の社長も小さな商店の
店主も、元請けも下請けも、すべて平等であり、
世俗の論理や縦社会のしがらみ一切を認めてい
ないのです。すべての職業は価値あるものと
考える処に、すべての職業は尊重されなければ
ならないという発想が生じ、それが職業倫理を
高めるという奉仕の心の形成の発展していきま
す。ロータリアン同士はすべて対等と考えなけ
れば、真の親睦は生まれません。親睦あるが故、
或るときは師となり、徒となって、互に切磋琢
磨しながら奉仕の心を形成する作業が可能にな
るのです。
　資本主義を背景として生まれたロータリー運
動は、最高の利潤を追求したいという利己心と、
世のため人のために如何にすべきかという利他

心を調和する哲学です。
　永続性のある適切な利潤を獲得するために到
達した経営哲学が「良質の職業人とは、自己改
善を重ねて、自分の職場を健全に守ると共に、
取引先・下請業者・従業員・顧客・同業者など、
自分の事業と関係を持つすべての人に幸せを分
かち合うことである。そして、その心を持って
事業を営めば、必ず最高の利益が得られること
を自分の職場で実証することによって、奉仕の
精神の必要性を地域全体の職業人に伝えてい
く」という職業奉仕の理論を構築し、お互いが
それぞれの業界の職業情報を持ち寄ってその理
論を実践する具体的な方法を研究するのが例会
の場なのです。
　学問上も実戦上も、経営方法や管理方法が高
度に進化している現在、ロータリーの経営哲学
のみに頼ることに不安や疑問を抱く人もいるに
違いありません。確かに企業経営のノウハウは
選択に迷うほど巷に溢れていて、ロータリーの
経営哲学などは古典的なものに映るかも知れま
せん。しかしそれらの新しい理論は、一時的に
企業を隆盛に導く高度な戦略や戦術であったと
しても、哲学として捉えるには、ほど遠い存在
に過ぎないことは、バブルの時期にあれほど隆
盛を極めた経営戦略や戦術が、いかに頼りない
ものであったかを証明しています。
　それに反して、ロータリーが定義している職
業奉仕は、事業経営を学問と捉えてそれを体系
化したものであるだけに極めて完成度は高く、
かつ、事例も豊富であり、その経営理論は永遠
の真理である哲学の範疇に入るとも言えるで
しょう。1927 年からの世界大恐慌でも、ロー
タリーの職業奉仕理論を真摯に捕らえて実践し
たロータリアンの落伍者が極めて少なかった事
実がこれを証明していますし、バブル崩壊後の
日本においても同じことが言えると思います。
　1915 年に発表された［ロータリー倫理訓］
第６条に「もし疑わしい際には厳格な意味の責
任義務を越えて一層のサービスを行うこと」と
いう取り決めがあります。これを厳密に解釈す
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れば、販売した商品については永久に責任を取
らなくてはならず、実行不可能とする反論が強
く起こりました。しかし、敢えてこれに挑戦し
た企業も沢山あります。工具メーカー「スナッ
ポン」社は、購入時期、場所を超越して、故障
したら無償交換する原則を守った結果、最も信
頼できるメーカーとして不動の地位を築いてい
ます。昨今やっと話題になり始めた［製造物責
任］や［リコール］の発想は、90 年近くも前
にロータリーが考えた職業情報なのです。
　トップ・シークレットである企業情報を披露
し、お互いの事業発展に利用しあう精神的互恵
は、ロータリーの特徴的な制度であり、会員同
士の友情に裏打ちされた信頼感がなければ、到
底不可能なことです。不況のときこそ、他の会
員の職業奉仕の実践例や職業情報を、積極的に
自分の職場に生かす好機でもあるのです。
　悩みごとを相談する真の友人こそロータリー
の友でなければならず、それを可能にするため
には、ロータリーの友情即ち親睦を更に高めな
ければなりません。もし、事業不振のため退会
を余儀なくされる会員がいたとすれば、そのク
ラブにはロータリーの親睦がなかったことを証
明することになるのです。職業上の相談はどん
なことでもクラブ内の友人に相談できる。どん
なことを相談しても、自分のマイナスになって
返ってくることは絶対にない。これが可能のク
ラブのことを、親睦のあるクラブと言います。
その前提となるのが一人一業種制度なのです。
　奉仕の心はクラブ・ライフを通じて育まれま
すから、奉仕の心を形成する場は、クラブの正
式な会合、即ち、例会ということになります。
例会を通じて、ロータリアン各自が、高質で豊
かな奉仕の心を培うためには、例会出席は欠か
すことのできない義務であり、別な言い方をす
れば、他のロータリアンに対する友情の証でも
あります。
　出席不良の会員や４回も続けて欠席するよう
な会員から友情を期待したり、奉仕の心を語り
あうことは不可能であり、そのような会員を放

置することはロータリー運動そのものを危うく
するという理由から、［退会］という最も厳し
い措置が講じられるのも当然のことです。
　定例の日時と場所で例会を開くことは、世界
中のロータリアンに対する約束事であり、特別
の事情がない限り変更したり中止してはなりま
せん。親睦会や記念行事が特別の事情に当たら
ないことはいうまでもないことであり、例会と
は切り放して行うべきでしょう。
　メークアップの期間を２週間に延長したり、
理事会の裁量で、年４回の休会を認める措置は、
ロータリー運動を成立させる絶対的条件に抵触
するものとして、これを変更した規定審議会の
責任は重大と言わざるを得ません。2001 年の
規定審議会で、クラブ理事会が認めた奉仕活動
に出席した場合をメーキャップとして認めると
いう制定案が可決されましたが、ホーム・クラ
ブの例会に出席しなければ、何の意味もないの
です。「例会を取りやめることができる」とい
う表現は、必ずしも休会を強制する意味ではあ
りませんから、例会出席を少しでも減らそうと
するロータリアンに対しては、理事会は厳格に
判断を下すよう留意すべきです。何れにせよ、
軽々しく例会変更や休会をして、全世界のロー
タリアンの親睦を図る特権を奪うことがあって
はなりません。
　一人一業種で選ばれた会員が毎週開かれる例
会に集って、お互いが師となり徒となって、奉
仕の心を学び自己研鑚を重ねます。それをロー
タリー運動の一つの柱と考えて、それを達成す
るために試みられる、ロータリアン同士の真の
友情に裏打ちされた凡ゆる活動のことを、ロー
タリーでは［親睦］と定義付けているのです。
　ロータリークラブの会員の中にも、親睦と親
睦活動を混同する人が多いようです。親睦会や
ゴルフ会に参加することは親睦活動に参加する
ことであって、ここで述べる親睦とは違った次
元のものです。親睦はロータリー運動を成立さ
せる必要条件ですが、親睦活動はクラブ奉仕に
属する充分条件の分野にあり、親睦会を欠席し
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■ RID2760/2018-19/ ガバナー 村井總一郎
　奉仕と親睦について考えてみる。
　よく奉仕と親睦はどちらが優先ということで
はなく車の両輪だという方がおられる。また、
それは二輪車の前輪と後輪で、前輪が奉仕で進
むべく方向を示し、そのエネルギーは後輪の親
睦によって推進力を与える、と言われる方もお
られる。
　それぞれ、この短い言葉だけで表せない意味
合いがあるので、どちらがどうという話をする
つもりはないので、ここではロータリーの歴史
から考えてみたい。
　ロータリーはご承知の通り、1905 年ポール
ハリスによりシカゴで生まれた、当初は明らか
に社交クラブであって、親睦と信頼できる取引
が強調された。人生上、取引上で信頼できる仲
間を作ることであった。その後、ドナルドカー
ターやアーサーフレデリック・シェルドンらが
加わり、奉仕の概念が出来上がってきた。
　と言うことは、まずは親睦が先である、と考
えてはどうだろうと思う。
　伊丹ＲＣの故深川純一ＰＧは、当地区の講演
で次のように言われた。『原始、音楽は太鼓な
どのリズムから生まれ、その後メロディがつい
た』この話はロータリーでは、まずは親睦があっ
て、その後奉仕がついてきたということの説明
であったので、私にはわかりやすい話であった。
　ではどのように親睦から奉仕に進めて行けば
よいかと言うことを考えてみる。
　奉仕をするということは、自分が高潔な人に
なり、思いやりの心で職業を営まなくてはなら
ない。そして同じ心を持つ人が集まってクラブ
として奉仕の活動をしなくてはならない。しか
し、いきなり人と人が出会ってもすぐに奉仕活
動には進めにくい。そこで親睦活動を通じてお
互いの仲間意識を強くしていかなくてはならな
い。
　ここで親睦活動と表現したが、研修委員会で
は『親睦と親睦活動はどう違うか』という設問
を良く行っている。親睦活動は、ゴルフ・麻雀・
旅行・カラオケ・コーラスなどの共通の趣味の

たからといって会員資格を云々されるべき性格
のものではありません。親睦活動がクラブ奉仕
の充分条件の範囲内で、親睦というロータリー
本来の運動を高めるために補助的に活動するこ
とは大切なことです。しかし、親睦活動委員の
任務を、親睦会の幹事や同好会の世話役に留め
ることは大きな誤りです。確かに会員が心を打
ち解けあう手段の一つとして、親睦会やクラブ
活動などのリクリエーションも必要です。しか
し、親睦を深める最適の場所は、毎週一回の定
例の例会であることを忘れてはなりません。例
会において、いかに友情を深めるかを考え実行
することと、いかにして真の親睦が保たれるよ
うな環境を整備することが最大の任務なので
す。
　RIBI の 推 奨 ク ラ ブ 細 則 に は、Fellowship 
Committee  親睦委員会とは別に Entertainment 
Commiittee 余興委員会が設けられており、親
睦と親睦活動の違いが定義づけられています。
　ほとんどのクラブでは、新入会員は親睦活動
委員会に配属されます。これは、新人だから下
働きに使おうということではなく、親睦活動委
員として毎例会、会員相互の親睦を深める活動
に従事することによって、一日でも早く、古い
会員と融和を図ることを期待しているからなの
です。
　友情溢れる例会を通じて、ロータリアンが
お互いに切磋琢磨し自己改善に務めることで、
ロータリーの説く親睦が一層深まり、奉仕の心
が高まっていきます。
　　　　　　　「中略」

「ロータリー精神は親睦と奉仕の調和の中に宿る」
　1907 年から 1913 年にわたって続けられた、
親睦か奉仕かをめぐる激しい論争の中で残され
た言葉通り、奉仕の心を育くむ原動力として、
会員相互の親睦は決して欠かすことのできない
大きな要素です。親睦と奉仕は相反関係にある
のではなく、相互に支えあいながら回転する二
枚の歯車であると考えなければなりません
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方が集まって活動することである。一方親睦
（Fellowship）は仲間づくりである。親睦活動は
仲間づくりの一つの手段であると、研修委員会
の見解である。
　ロータリーの目的の奨励項目の第１に『知り
合いを広めることによって、奉仕の機会とする
こと』と書いてある。知り合いを広めるとは、
何人名刺交換したかでなく、奉仕の仲間を作っ
たか、と解釈したい。まずは仲間づくりと言う
ことであろう。
　クラブの運営からこのことを考えてみる。設
立時はまず親睦活動を重視し仲良くなることで
あり、例会の出席率を上げることである。そし
てクラブの会員として、どのような奉仕がある
か、どのような奉仕が出来るかをしっかり学び
考えて、活動していただきたい。
　ロータリーの活動目的は、親睦活動ではなく
奉仕活動であるのだから。
　さて、同好会が盛んなクラブがあるが、同好

会の参加のためにクラブの会員となったような
方はいないだろか。同好会の行事は出るが、奉
仕活動には参加しないという方はいないだろう
か。例会に出てきても、次の同好会の案内の相
談ばかりと言う会員はいないだろうか。
　同好会の活発な活動を否定するつもりは全く
ない。仲良くすることが重要だとの考えである
から当然である。言いたいことは親睦活動の目
的は、奉仕活動の為の仲間づくりと、仲間と接
することで養われる奉仕活動の為の自己研鑽で
あると思う。
　会員の多様性という考えがあるので、奉仕が
命の会員もいれば、親睦が命の会員がおられて
も、それはそれでよいと思う。ただしバランス
がとれているということが大切で、クラブの活
動方針がどのようになっているかである。
　それはクラブ会長のリーダーシップが問われ
る課題でもあると思っている。
■次回卓話　北瀬　達也様（地区幹事・横浜 RC）

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

例　会　日

例会出席率

修正出席率

平 均

員数 出席率他クラブ会　員　名 ホームクラブ

2 0 2 2 年 度 4 月 出 席 率 一 覧 表

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

１３日

％
82.80

75 25 100

    0 0 0

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

100 0 100

　0 50 50

  50 0 50

100 25 125

100 0 100

100 0 100

   

 75 25

100 0 100

 100 0 100

100 50 150

100  0 100

  75  25 100

100 0 100

  75 0 75

100 0 100

  

  

６日

21
19

21
19

％
90.48

90.48
％

20
15

20
15

％
90.00

75.00
％

２０日

21
18

21
18

％
85.71

85.71
％

２７日

20
16

20
15

％
80.00

75.00
％

－出席規定免除－

－休会扱い－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

－出席規定免除－

安　藤　公　一

福　村　　　正

五 十 嵐 　　 正

兵　藤　哲　夫

市　川　慎　二

平 子 智 章

北　澤　正　浩

増　田　嘉 一 郎

目  黒  惠  一

中 谷 逸 希

新　川　　　尚

二　宮　　　登

二　宮　麻 理 子

岡　田　　　隆

太　田　勝　典

佐　藤　真　吾

佐　藤　利　明

関　口　友　宏

宋                    謹      衣

田　川　富　男           

東　谷　　　充

内　田　　　敏

100
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横
浜

旭
Ｒ

Ｃ
と

し
て

募
金

の
寄

付
先

に
つ

い
て

の
検

討

●
寄

付
先

の
対

す
る

条
件

（
現

状
の

ご
説

明
）先

週（
５

月
25日

）ま
で

の
寄

付
の

総
額

は
、皆

様
の

ご
尽

力
に

よ
り

ま
し

て
100,514円

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、寄

付
先

と
し

て
打

診
し

て
お

り
ま

し
た

、元
財

団
奨

学
生

の
朝

倉
さ

ん
の

関
係

で
は

、今
の

と
こ

ろ
連

絡
が

無
く

、進
ん

で
お

り
ま

せ
ん

。そ
こ

で
、寄

付
先

の
選

考
に

候
補

付
を

少
し

ま
と

め
て

み
ま

し
た

の
で

、皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

。
　●

寄
付

先
の

候
補

①
 寄

付
金

の
用

途
が

出
来

る
限

り
具

体
的

・
明

確
で

あ
る

こ
と

。

　（
支

援
者

へ
の

説
明

や
貢

献
実

感
が

も
て

る
）

②
 信

頼
で

き
る

ロ
ー

タ
リ

ー
も

し
く

は
ロ

ー
タ

リ
ー

の
関

連
団

体
や

個
人

　

①
 ロ

ー
タ

リ
ー

財
団

　

・
メ

リ
ッ

ト
　

：
信

頼
で

き
る

団
体

で
あ

る
　

・
デ

メ
リ

ッ
ト

：
受

け
皿

が
大

き
い

の
で

具
体

的
な

使
用

用
途

は
不

明
、

　
　

　
　

　
　

　
ま

た
５

月
以

降
の

寄
付

は
ウ

ク
ラ

イ
ナ

特
定

で
の

支
援

で
は

な
い

。

・
メ

リ
ッ

ト
　

：
こ

ち
ら

の
希

望
に

合
っ

た
支

援
先

を
選

べ
る

。
直

接
支

援
出

来
る

。
・

デ
メ

リ
ッ

ト
：

直
接

的
な

関
わ

り
の

な
い

ク
ラ

ブ
か

ら
最

適
な

支
援

先
を

選
び

出
せ

る
か

は
未

知
数

。

②
 ク

ラ
ブ

・
地

区
に

よ
る

救
援

活
動

２
-1

／
直

接
的

な
支

援
先

候
補

➡
第

2232
地

区
（

ウ
ク

ラ
イ

ナ
・

ベ
ラ

ル
ー

シ
）

調
整

委
員

会

ロ
ー

タ
リ

ー
財

団
の

活
動

状
況

；
（

公
式

Ｈ
Ｐ

よ
り

抜
粋

）

　
2022年

4月
30日

ま
で

に
ロ

ー
タ

リ
ー

災
害

救
援

基
金

に
寄

せ
ら

れ
た

す
べ

て
の

ご
寄

付
は

、
1,500万

ド
ル（

約
19億

6400万
円

）以
上

の
寄

付
を

募
り

、現
在

ま
で

に
、こ

の
戦

争
に

よ
る

被
災

者
支

援
の

た
め

に
、90件

の
災

害
救

援
補

助
金（

総
額

240万
ド

ル
・

約
３

億
）が

授
与

さ
れ

、ウ
ク

ラ
イ

ナ
難

民
ま

た
は

こ
の

戦
争

の
被

災
者

へ
、水

や
食

糧
、シ

ェ
ル

タ
ー

、医
療

物
資

、衣
服

と
い

っ
た

人
道

的
救

援
活

動
に

優
先

し
て

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

た
だ

、ウ
ク

ラ
イ

ナ
へ

の
支

援
の

目
的

に
限

定
し

た
寄

付
は

４
月

30日
を

も
っ

て
終

了
と

さ
れ

、5
月

1日
以

降
の

災
害

救
援

基
金

へ
の

ご
寄

付
は

、復
興

援
助

を
必

要
と

す
る

全
世

界
の

被
災

地
で

活
用

可
能

と
な

り
ま

す
。 

第
2232地

区
 調

整
委

員
会

に
つ

い
て

　
同

委
員

会
は

、ウ
ク

ラ
イ

ナ
で

人
道

的
災

害
防

止
の

た
め

設
置

さ
れ

、戦
争

被
害

者
の

支
援

と
 RI か

ら
の

支
援

の
調

整
を

行
い

、主
要

な
病

院
と

連
絡

を
取

っ
て

緊
急

ニ
ー

ズ
の

特
定

を
行

っ
て

い
ま

す
。  

　
現

在
の

緊
急

ニ
ー

ズ
は

医
薬

品
で

す
。私

た
ち

は
、口

座
に

資
金

を
留

め
ず

に
で

き
る

だ
け

早
く

医
薬

品
を

購
入

す
る

こ
と

に
努

め
て

い
ま

す
。  

　
ウ

ク
ラ

イ
ナ

へ
の

安
全

な
支

払
い

方
法

に
つ

い
て

は
、現

在
も

現
地

の
銀

行
シ

ス
テ

ム
が

安
定

し
て

機
能

し
て

お
り

、イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
バ

ン
キ

ン
グ（

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

し
た

銀
行

サ
ー

ビ
ス

）が
可

能
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
て

い
ま

す
。　

　
以

下
は

、緊
急

に
必

要
と

さ
れ

て
い

る
医

薬
品

の
リ

ス
ト

で
す

。医
療

機
器

の
寄

贈
に

関
す

る
ご

質
問

は
、パ

ス
ト

ガ
バ

ナ
ー

の
 M

ykola Stebljanko 
氏

  （
sniko@

ukr.net）ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

第
2232

地
区

へ
の

支
援

事
例

（
ア

メ
リ

カ
の

ク
ラ

ブ
の

例
）

　
支

援
の

主
な

流
れ

と
し

て
、止

血
帯

、止
血

ガ
ー

ゼ
、血

圧
計

な
ど

、集
ま

っ
た

大
量

の
医

療
物

資
は

、北
米

ウ
ク

ラ
イ

ナ
医

師
会（

U
M

AN
A）が

運
営

す
る

シ
カ

ゴ
の

オ
ヘ

ア
国

際
空

港
近

く
に

あ
る

倉
庫

へ
集

め
ら

れ
、貨

物
輸

送
機

で
シ

カ
ゴ

か
ら

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
に

運
ば

れ
、現

地
の

会
員

の
協

力
を

通
じ

て
ウ

ク
ラ

イ
ナ

各
地

へ
と

届
け

ら
れ

ま
す

。シ
カ

ゴ
の

倉
庫

内
で

は
、

U
M

AN
Aと

ロ
ー

タ
リ

ー
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
、発

送
前

の
物

資
の

整
理

と
仕

分
け

、梱
包

を
行

っ
て

い
ま

す
。

　
1950年

に
創

設
さ

れ
た

U
M

AN
Aは

、北
米

・
ウ

ク
ラ

イ
ナ

間
の

医
師

の
交

流
を

通
じ

て
教

育
を

促
進

す
る

活
動

を
行

っ
て

い
た

が
、戦

争
勃

発
後

は
UM

AN
Aの

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
ウ

ク
ラ

イ
ナ

へ
の

医
療

物
資

の
発

送
や

、医
師

と
製

薬
会

社
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

た
医

療
物

資
・

機
器

の
収

集
を

開
始

。ほ
ど

な
くし

て
、こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

も
加

わ
り

ま
し

た
。

　「
戦

争
の

た
だ

中
で

、し
か

も
ロ

シ
ア

軍
が

病
院

を
標

的
と

す
る

こ
と

も
あ

る
中

で
、ウ

ク
ラ

イ
ナ

国
内

の
ロ

ー
タ

リ
ー

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

た
ち

が
国

中
に

物
資

を
届

け
て

い
る

と
い

う
事

で
す

。」

２
-２

直
接

的
な

支
援

先
候

補

➡
D

isaster A
id International （

ロ
ー

タ
リ

ー
の

パ
ー

ト
ナ

ー
団

体
）

ー
https://w

w
w

.disasteraidinternational.com
/

支
援

事
例

お
お

よ
そ

の
募

金
の

使
途

が
明

示
さ

れ
て

い
る（

現
在

の
緊

急
ニ

ー
ズ

は
医

薬
品

と
あ

り
具

体
的

医
薬

品
リ

ス
ト

も
あ

る
）。

支
援

方
法

は
直

接
募

金
す

る
他

、医
療

機
器

の
寄

贈
も

可
能

。寄
贈

の
場

合
は

第
2232地

区
パ

ス
ト

ガ
バ

ナ
ー

が
窓

口
に

な
っ

て
い

る
。

　
災

害
支

援
に

特
化

し
た

団
体

で
、ロ

ー
タ

リ
ー

ア
ン

も
ク

ラ
ブ

単
位

で
団

体
に

加
盟

す
る

形
で

の
実

際
に

支
援

活
動

を
行

え
る

。特
別

に
訓

練
や

講
習

を
受

け
て

、派
遣

さ
れ

る
。ま

た
寄

付
と

い
う

形
で

の
支

援
も

可
能

。
　

具
体

的
な

支
援

活
動

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

報
告

さ
れ

て
い

る
。

以
下

DisasterAidInternationalの
お

知
ら

せ
　

ウ
ク

ラ
イ

ナ
に

最
も

近
い

DisasterAidInternationalの
パ

ー
ト

ナ
ー

で
あ

る
プ

ラ
ハ

を
拠

点
と

す
る

D
isasterAidEurope（

D
AE）は

、危
機

が
始

ま
っ

て
以

来
、ウ

ク
ラ

イ
ナ

の
ロ

ー
タ

リ
ア

ン
と

絶
え

ず
連

絡
を

取
り

合
っ

て
い

ま
す

。こ
れ

に
よ

り
、必

要
な

も
の

が
明

確
に

な
り

ま
し

た
　

ベ
ル

ギ
ー

か
ら

の
支

援
物

資
を

運
ぶ

。全
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

か
ら

の
支

援
物

資（
救

急
設

備
、応

急
処

置
機

器
な

ど
）は

寄
付

に
よ

り
地

元
で

購
入

し
、そ

れ
を

プ
ラ

ハ
へ

運
び

ま
す

。そ
し

て
先

週
、最

初
の

配
達

ミ
ッ

シ
ョ

ン
が

プ
ラ

ハ
か

ら
ウ

ク
ラ

イ
ナ

国
境

近
く

の
ス

ロ
バ

キ
ア

の
コ

シ
ツ

ェ
に

向
け

て
出

発
し

ま
し

た
。

地
元

の
ロ

ー
タ

リ
ア

ン
に

よ
っ

て
提

供
さ

れ
た

緊
急

倉
庫

に
配

達
さ

れ
即

座
に

ウ
ク

ラ
イ

ナ
の

バ
ン

に
移

さ
れ

ま
し

た
。バ

ン
は

ウ
ク

ラ
イ

ナ
の

学
生

に
よ

っ
て

運
営

さ
れ

て
お

り
、ウ

ジ
ホ

ロ
ド（

ウ
ク

ラ
イ

ナ
西

部
の

都
市

）へ
。

荷
物

を
運

転
す

る
ウ

ク
ラ

イ
ナ

の
学

生
。ウ

ジ
ホ

ロ
ド

に
到

着
す

る
と

、地
元

の
ロ

ー
タ

リ
ア

ン
に

よ
っ

て
管

理
さ

れ
、具

体
的

に
支

援
を

必
要

と
さ

れ
る

場
所

へ
運

ば
れ

ま
す

。


